
 

2022年５月 13日 

各  位 

会 社 名 株 式 会 社 ア ズ ジ ェ ン ト 

代表社名 代表取締役社長 杉本 隆洋 

 （コード4288 東証スタンダード） 

問合せ先  
役職・ 氏名 経営企画部部長 秋山 貴彦 

電話番号 0 3 - 6 8 5 3 - 7 4 0 1 

個別業績の前期実績値との差異に関するお知らせ 
 

2022 年３月期（2021 年４月１日～2022 年３月 31 日）の個別業績と前期実績値との間に差異が生じましたの

で、下記のとおりお知らせいたします。 

     
記 

 

１．2022年３月期 通期個別業績と前期実績値との差異 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

         円 賎 

前期実績（Ａ） 2,795 △52 △38 △51 △13.55 

当期実績（Ｂ） 3,167 23 78 76 20.06 

増減額（Ｂ－Ａ） ＋372 ＋75 ＋116 ＋127  

増減率 － － － －  

（注）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第 29号 2020年３月 31日）等を当事業年度の期首から適用し

ており、2022年３月期に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっているため、対前期

増減率は記載しておりません。 

２．差異の理由 

売上については引き続き緊急事態宣言に伴う経済停滞の影響を受けており、当社商品やサービスの販売チャネルにお

いてシステム構築や納入の遅延が一部で生じたものの、上述の地方自治体向けファイル無害化ソリューション「VOTIRO 

Disarmer」のリプレイス需要取込が堅調に推移いたしました。その他、大型案件の受注などもあり、売上高は 3,167 百

万円となりました。一方、コストについては、新型コロナウイルス対策として在宅勤務を推進していることやデジタル

マーケティングによる販促活動が効率的に実施できたことにより営業活動関連経費が抑制されたことで販売費及び一

般管理費 1,099 百万円となりました。さらに、投資育成事業では当社がリミテッドパートナーとして参加しているイン

キュベータにおいて、出資しているイスラエルのサイバーセキュリティ関連スタートアップ企業の買収が複数案件確定

したことにより、当社への配当として 58 百万円の運用益を計上いたしました。その結果、各段階利益につきましては、

営業利益 23 百万円、経常利益 78 百万円、当期純利益 76 百万円となり、通期で黒字転換を達成いたしました。 

 

  以上 


